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２０２５年度４４th ジャパンクラブカップ 
ＪＶＡ第４４回全日本バレーボールクラブ選手権大会 北海道予選会 

北海道予選会 競技・審判上の確認 
競技委員⾧ 西原 禎之 
審判委員⾧ 佐藤 美里 

１ 競技規則について 
2025 年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則及び競技要項により実施する。 
競技は全て３セットマッチで行う。 
今大会使用球は、ＪＶＡ公認の男子モルテンＶ５Ｍ５０００・女子ミカサＶ３００Ｗを使用する。 

 
２ チーム構成について 

①１チームは監督、コーチ、マネージャー各１名（チームスタッフ）、選手１８名以内とする。 
申込後の選手登録の変更は受け付けない。 

②監督、コーチ、マネージャーのうち１名以上は、公益財団財法人 日本スポーツ協会公認スポーツ
指導者制度に基づく、 
ａ.公認バレーボールコーチ１（バレーボール指導員） 
ｂ.公認バレーボールコーチ２（バレーボール上級指導員） 
ｃ.公認バレーボールコーチ３（バレーボールコーチ） 
ｄ.公認バレーボールコーチ４（バレーボール上級コーチ） 
上記のいずれかの資格を有する者であること。 
また、本大会においては、北海道バレーボール協会公認コーチを有する者であること。 
※会議終了後ベンチスタッフの有資格証の写しの提出をお願いします。（メール未提出の方のみ） 

有資格者について（競技要項 2024 年度版 59 ページから抜粋） 
申し込みの際に、資格の有無を申告し、ベンチスタッフ（監督・コーチ・マネージャー）の誰もが、いずれ

の資格を有しない場合には、ベンチスタッフのベンチ入りを認めず、選手のみでゲームを行うものとする。 
※試合開始時（トスのとき）に有資格者が不在の場合 
すべてのチームスタッフはベンチに入ることはできない。もし、試合の途中で有資格者が会場入りした場合、

その時点からスタッフ全員がベンチに入ることができる。 
※試合の途中で有資格者が退席する場合 
残りのスタッフが当該試合に限りベンチに残ることはできるが、有資格者退席後の監督の権利は消滅する。 

例え、選手に有資格者がいたとしても、ベンチスタッフ登録していなければ同様である。 
③監督、コーチ、マネージャーの変更がある場合は、代表者会議終了後、チームスタッフ変更届（用

紙）を提出する。（全チーム提出願います。） 
④各試合の役員・選手 14 名のエントリーは、試合ごとにコンポジションシート（構成メンバー表）に

記載し、第１試合は開始時刻の 30 分前に、第２試合以降は、前の試合の第１セット終了後速やかに
会場内本部競技担当者まで提出し確認を受ける。（必ず監督がサインをすること） 
また、試合が連続する場合は、試合終了後速やかに提出すること。 
なお、今大会についてはコンポジションシートの準備は運営側が行います。チーム代表者はベンチ
入りしないメンバーをペンで消していただき、監督サインをしてもらいます。 

 
３ ベンチへの着席について 

①ベンチにはコンポジションシート(構成メンバー表）によりエントリーされた監督、コーチ、マネー
ジャー各 1 名、選手 14 名以内の計 17 名以内の着席を認める。 

②チームスタッフは、規定のマークを明確に判別できる位置(左胸部が望ましい)に付ける事こと。 
③試合前の練習および公式練習の際、コンポジションメンバー（構成メンバー）以外の登録メンバー

がボールキーパーとして参加することを認める。 
その際は、試合用ユニフォーム以外のチームで統一された服装を着用すること。 
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４ 試合開始時刻について 

①第１試合の試合開始予定時刻は、６月 1 日（日）女子 10 時 00 分、男子 11 時 00 分とし、 
その 11 分前にプロトコールを開始する。 

②プロトコール開始 10 分前より、第１試合の当該チームにコートを優先的に使用させること。 
③チームが初戦も含めすべての試合は、20 分のウォームアップ後プロトコールに入る。その際ネット

を使用してもよいが隣のコートで試合をしているときはボールが隣コートに入らないような配慮を
すること。 

④ネット設営終了後から女子第１試合プロコール開始 10 分前までは、Ａ・Ｂゾーンのチームはそれぞ
れＡ・Ｂコートでの練習を認める。 
男子第１試合プロトコール開始 10 分前までＡコートで全チームが使用することを認め、ネットの使
用を許可する。 

⑤試合開始時刻を 20 分経過してもチームがゲームコートに現れない場合は、そのチームに不戦敗を宣
告する。なお次の試合の呼び出しは行わない。また、試合の進行状況によってはコートを変更して行
うことがあるので他のコートの試合進行及び本部からのアナウンスにも注意すること。 

 
５ ユニフォームについて（シューズ・サポーターを含む） 

①競技規則どおりの選手番号をつけた統一されたユニフォームを着用のこと。JVA が公認するメーカ
ー製以外のユニフォームを着用する場合にはそのロゴを露出しないようにすること。 
露出する場合はその企業ロゴをマスキングする。マスキングテープはチームで用意すること。（主催
側ではマスキングテープを用意しない。） 

②ユニフォームの番号をテープなどで簡易的に修正することは認められない。（例：№11 の選手がユ
ニフォームを忘れて、余っている№１のユニフォームにテーピングで№11 に修正することなど） 

③パワーパンツ、アンダーシャツなど（サポーター以外）を着用する場合はユニフォームからはみ出
してはいけない。はみ出さないようにできないときは脱いでもらう。 
ただし、プレー中に見えてしまうことは許される。 

④ソックスについて、色、⾧さは、チームで統一されていなければならない。 
⑤公式練習中はユニフォーム姿で選手番号が確認できるようにしてください。 

 
６ チームスタッフについて 

①チームスタッフは、ジャケットを着用するか、統一されたトレーニングウエアを着用しなければなら
ない。 

②監督がジャケットを着て、コーチ、マネージャーが統一されたトレーニングウエアを着てもよい。 
③選手と異なるトレーニングウエアを着用する場合は、チーム役員で統一されたものを着用する。 

 
７ リベロについて 

①リベロは、他の選手と異なる色で、さらに、リベロ同士お互いに異なる色のユニフォームを着用す
ることができる。 

②リベロのエントリーについては、以下のとおりである。 
(1)エントリーした選手 12 名以内の場合、リベロは０名、１名、２名のいずれでもよい。 
(2)エントリーした選手 13 名または 14 名の場合、リベロは２名いなければならない。 

③リベロはチームキャプテンにもゲームキャプテンにもなることができる。 
④各セットの開始前には、リベロは副審によるスターティングラインアップの確認が終わり、スター

ティングプレーヤーとのリプレイスメントが許されるまでコートに入ることはできない。 
⑤リベロが 1 人しかいなくなった場合や、1 人しか登録されていない場合では、そのリベロがプレー

できなくなったときやプレーできなくなったと宣言されたときには、監督（監督不在の場合はゲー
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ムキャプテン）はその時点でコート上にいない他の選手（リベロと入れ替わった選手を除く）を、
試合終了までリベロとして再指名することができる。 

 
8 コートワイピングについて 

コート内の選手が、ラリー終了からサービス許可までの間におこなうこと。 
ただし、構成メンバー以外の登録されたメンバーから最大２名クイックモッパーとしてベンチの両側
に配置することを認める。１名の場合は監督席と記録席の間に配置し、コートワイピングを迅速に行
う。服装は、試合用ユニフォーム以外の統一された服装とする。クイックモッパーはモッピングが目
的なので応援などはできない。 

 
９ 今年度のルール・取り扱いの変更について 

①サービングチームの選手はサービスヒット時、コート内のどの位置にいても良い。 
②スクリーンについて、サービングチームの選手はサービスボールがネットを超えるまで手を頭より

上にあげてはならない。意図的なスクリーンが疑われる場合、ゲームキャプテンを通じてチームに
注意が与えられる。 

③チームが２回目または３回目にヒットしたボールの全体または一部が許容空間の外を通って相手フ
リーゾーンに行った場合はボールを取り戻すことはできない。 

 ボールがネット垂直面を超えた時点でアウトとなる。 
 

10 その他 
①ベンチには飲料、救急用具などの必需品以外を持ち込まないこと。ボールケースはベンチには置か

ず、コートの最も端に置くこと。（なお、今大会はベンチ・アップエリアでの撮影を認めます。） 
②会場の開館は、６月 1 日（日）8 時 00 分とする。開館後、コート設営が終了するまではコート内に

入ることはできない。 
③各試合の補助役員６名（ラインジャッジ、点示）について 

対戦表に記載されているコートオフィシャル表に従って行ってください。 
（スコアラー、アシスタントスコアラーは審判員が対応します。） 

④コートワイピング用タオルの交換用を持参のこと。 
⑤試合前の待機チームは、競技委員から指示があるまでアリーナ内への入場を制限します。 

 
 

 

 

 

連絡事項 
1. 観客席・更衣室・アリーナ等での後始末はチームの責任のもとに行ってください。 
2. 貴重品・衣類等は各チームで管理し、盗難に遭わないよう各自で対策を講じてください。 
3. 体育館アリーナでの飲食は厳禁とします。 
4. ごみは各チームで責任を持ってお持ち帰りください。 
5. 体育館内はもとより体育館敷地内は全て禁煙ですのでご注意ください。 
6. 観客についてはフリーとしますが、感染症対策を施し、体調不良の方のご入館はご遠慮ください。 
7. 救急当番医 当日代表者会議にてお知らせします。 


